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9. Norilsk Nickel 

2012 年第 1 四半期（Q1） 

 

・ 2012 年 Q1 の生産量は、前年同期（Q1）と比べて、ニッケル増産（7％）、銅、パラジウム及びプラチナは減 

産（それぞれ▲6％、▲5％、▲2％）となった。 

・ ニッケル増産は、国内及び昨年操業開始した豪州の増産寄与と、フィンランド製錬所の高い稼働率による。 

銅の減産は予定されていた国内の減産結果によるものであった。 

 

1. 最近のトピックス 

・ 2012年 Q1のニッケル生産量は、前年同期に対して 7％増、4.8 千 t増であった。これは、ロシア国内生産の

増（1.8 千 t 増）及び 2011 年後期に生産開始した豪州（Lake Johnston 鉱山）の生産増（1.6 千 t 増）、フィンラ

ンドの Hajavalta 精錬所の引き続き高い稼働率による生産増（1.3 千 t 増）の結果である。 

  なお、2012 年 Q1 のロシア国内生産の対前年同期比 3％増、及びフィンランド Hajavalta 精錬所の対前年同

期比 11％増については、承認された生産計画通りとしている。また、豪州（Lake Johnston 鉱山）での生産再

開は順調に進んでおり、生産能力の拡大が図られている。 

 

・ 2012 年 Q1の銅生産量は、前年同期に対して 6％減、5.5 千 t 減であった。これは、ロシア国内生産（北極圏

及びコーラ半島）において約5千t減産が寄与しているが、これは承認済みの生産計画によるものであるとし

ている。 

 

・ 2012 年 Q1 のパラジウム生産量は、前年同期に対して 5％減、32 千 oz 減であった。これは、フィンランドの

Hajavalta精錬所における増産（76％増）が一部補填したものの、太宗を占めるロシア国内の生産については、

未完了の貴金属備蓄に伴う減少によるとしている。 

 

・ 2012 年 Q1 のプラチナ生産量は、前年同期に対して 2％減、4 千 oz 減であった。この説明は、パラジウムと

同じでるとしている。 

 

2. 財務状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2011 年はデータ未公表) 

 

 

 

 

  

（単位：百万 US$） 

区分 2008 年 2009 年 2010 年 

売上高 17,119 8,542 12,775 

  EBITDA 5,807 4,198 7,209 

  営業利益 -199 3,565 6,552 

  当期純損益 -555 2,651 3,089 

資本支出（探鉱費含む）(Capital Expenditure) 2,360 836 1,246 



2 

 

3.生産状況 

1） 主要鉱産物生産状況 

鉱産物 
2011 年 2012 年 

通年 Q1 Q2 Q3 Q4 通年 Q1 Q2 Q3 Q4 

Norilsk Nickel Polar and Kola 

Divisions(露) 
              

 

  ニッケル（千 t） 237 57 54 63 64 59 59 
   

  銅（千 t） 363 90 87 92 95 85 85 
   

  パラジウム（千 oz） 2,704 652 711 659 682 612 612 
   

  白金（千 oz） 671 164 183 166 158 156 156 
   

Norilsk Nickel Finland                
 

  ニッケル（千 t） 49 12 9 15 13 13 13 
   

  銅（千 t） 6 2 1 1 1 1 1 
   

  パラジウム（千 oz） 34 10 9 5 6 18 18 
   

  白金（千 oz） 12 3 4 2 2 7 7 
   

Norilsk Nickel Australia                
 

  ニッケル（千 t） 1.7 - - 0.4 1.3 2 2 
   

Norilsk Nickel Africa 

(ボツワナ・南アフリカ) 
               

 

  ニッケル（千 t） 15 4 4 4 4 5 5 
   

  銅（千 t） 12 3 3 3 3 4 4 
   

  パラジウム（千 oz） 93 24 29 20 21 27 27 
   

  白金（千 oz） 21 5 6 6 5 6 6 
   

注） 記載は金属純分で、自社権益分。千ｔ、千ｏｚ未満の四捨五入により、合算値が合わないことあり。 

 

2） 主要保有鉱山・製錬所の生産状況 
鉱山名・製錬所名 

(権益比率、記載無きは100%） 

2011 年 2012 年 

通年 Q1 Q2 Q3 Q4 通年 Q1 Q2 Q3 Q4 

ニッケル (千 t) 295 71 65 80 80 76 76 
   

  

Polar and Kola 

Divisions(露) 
237 57 54 63 64 59 59 

   

Harjavalta(フィンランド) 49 12 9 15 13 13 13 
   

Lake Johnson（豪） 2 - - 0.4 1.3 2 2 
   

Tani(ボツワナ) and 

Nkomati(南アフリカ) 
15 4 4 4 4 5 5 

   

銅 (千 t) 378 94 90 95 98 88 88 
   

 

Polar and Kola 

Divisions(露) 
363 90 87 92 95 85 85 

   

Harjavalta(フィンランド) 6 2 1 1 1 1 1 
   

Tani(ボツワナ) and 

Nkomati(南アフリカ) 
12 3 3 3 3 4 4 

   

パラジウム (千 oz) 2,806 681 744 681 702 649 649 
   

  

  

  

Polar and Kola 

Divisions(露) 
2,704 652 711 659 682 612 612 

   

Harjavalta(フィンランド) 34 10 9 5 6 18 18 
   

Tani(ボツワナ) and 

Nkomati(南アフリカ) 
93 24 29 20 21 27 27 

   

白金(千 oz) 695 170 190 172 168 166  166 
   

  

  

  

Polar and Kola 

Divisions(露) 
671 164 183 166 158 156 156 

   

Harjavalta(フィンランド) 12 3 4 2 2 7 7 
   

Tani(ボツワナ) and 

Nkomati(南アフリカ) 
21 5 6 6 5 6 6 

   

注） 記載は金属純分で、自社権益分。千ｔ、千ｏｚ未満の四捨五入により、合算値が合わないことあり。 

 


